
瀬
戸
内
の
海
は
冬
の
恵
み
を
育
み
、
春

の
豊
か
さ
を
迎
え
る
準
備
を
し
て
い
る
よ

う
に
、
深
く
静
か
に
流
れ
る
時
候
に
な
り

ま
し
た
。

本
日
は
平
成
20
年
第
４
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
は
、
人
事
案
件
等
原
案
通
り
の
御
決
定

を
い
た
だ
き
、
第
２
期
「
上
島
町
」
に
と

っ
て
、
こ
の
上
な
い
新
た
な
歩
み
の
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
の
町
政
に
携
わ
る
所
信
に
つ

き
ま
し
て
は
、
臨
時
議
会
に
お
い
て
報
告

致
し
ま
し
た
の
で
、
本
日
は
９
月
定
例
議

会
後
の
活
動
状
況
を
中
心
と
し
た
主
な
事

項
の
み
と
し
、
時
間
の
関
係
上
詳
細
は
別

紙
参
考
資
料
で
の
行
政
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

10
月
５
日
に
は
、
弓
削
久
司
浦
地
区
の

集
会
所
落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
、
自
治
会

の
中
核
と
な
る
施
設
の
完
成
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。
こ
の
集
会
所
実
現
の
原
動
力
は

ま
さ
に
地
域
住
民
の
熱
意
で
あ
り
、
建
設

費
用
の
住
民
負
担
先
行
等
の
行
動
が
県
や

上
島
町
の
行
政
を
動
か
し
た
、
地
域
自
治

の
良
き
参
考
例
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

10
月
６
日
か
ら
10
月
16
日
に
は
全
国

へ
き
地
教
育
大
会
が
山
梨
県
甲
府
市
で
、

22
日
と
23
日
に
は
第
１
回
目
の
中
四
国

へ
き
地
教
育
研
究
大
会
愛
媛
大
会
が
松
山

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
の
事
務
局

長
挨
拶
の
中
で
、
上
島
町
の
文
部
科
学
省

に
対
す
る
へ
き
地
教
育
へ
の
陳
情
の
熱
心

さ
を
評
価
さ
れ
、
改
め
て
要
望
活
動
の
重

要
さ
を
認
識
致
し
ま
し
た
。

10
月
25
日
に
は
弓
削
高
校
創
立
60
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
全
国
育
樹
祭
と
重
な
っ
た
為
時
間
前
に

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
に
よ
る
発

表
会
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
く
て
残
念
で

し
た
が
、
展
示
さ
れ
た
作
品
等
に
生
徒
や

学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
汗
と
努
力
、
そ

し
て
弓
削
高
校
の
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。

先
人
が
築
き
上
げ
た
弓
削
高
校
の
伝
統

と
誇
り
を
守
り
、
在
校
生
の
能
力
を
最
大

に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
、
今
後

と
も
上
島
町
民
の
皆
様
の
御
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
は
、
上

島
町
各
地
で
地
域
の
伝
統
と
文
化
を
彩
る

秋
祭
り
や
文
化
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
改

め
て
我
が
ふ
る
さ
と
の
「
底
力
」
と
「
楽

し
さ
」
を
体
感
い
た
し
ま
し
た
。
主
催
さ

れ
た
役
員
や
、
参
加
さ
れ
た
関
係
者
の
皆

様
に
敬
意
を
込
め
て
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

11
月
２
日
の
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
ご
案
内
の
通
り
で
あ
り
、
町
民
の
皆

様
の
新
た
な
体
制
に
よ
る
上
島
町
発
展
へ

の
期
待
に
、
代
表
で
あ
る
私
達
は
真
摯
に

応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
の
資
格
と
は

「
利
他
」「
規
律
」「
玄
人
」
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
我
が
身
の
利
害
に
左
右
さ

れ
ず
、
我
が
身
を
律
し
、
我
が
身
を
鍛
え
、

全
て
は
町
民
の
為
に
、
全
て
は
町
民
の
目

線
で
、
全
て
は
町
民
と
共
に
、
地
方
自

治
・
地
方
分
権
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
、
私
達
代
表
者
は
再
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。11

月
７
日
は
、
私
の
２
期
目
の
初
登
庁

の
日
で
あ
り
、
全
体
課
長
会
に
お
い
て
公

約
や
指
針
を
お
伝
え
し
、
上
島
町
民
の
期

待
と
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
職
員
の
力
を

分
散
す
る
こ
と
な
く
一
つ
の
方
向
に
進
ん

で
行
く
為
の
意
識
改
革
や
、
組
織
改
革
の

必
要
性
を
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

11
月
18
日
は
、
収
入
役
の
廃
止
と
い

う
法
改
正
に
よ
る
、
田
中
収
入
役
の
退
任

の
日
と
な
り
ま
し
た
。
町
村
合
併
と
い
う

困
難
な
時
代
を
共
に
闘
っ
た
同
志
と
の
別

れ
に
、
数
少
な
い
「
本
物
の
勇
者
」
を
失

っ
た
大
い
な
る
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
違
う
立
場
か
ら
地
域
の
為
に
貢
献

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

11
月
25
日
か
ら
11
月
27
日
に
か
け
て
、

地
方
各
首
長
が
所
属
す
る
会
主
催
の
、
多

数
の
全
国
大
会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
新
過
疎
法
制
定
実
現
総
決

起
大
会
に
お
い
て
は
、「
過
疎
地
域
が
果

た
し
て
い
る
役
割
を
正
し
く
評
価
し
、
新

し
い
過
疎
対
策
の
理
念
を
確
立
す
る
こ
と
」

「
医
療
の
確
保
、
交
通
の
確
保
、
雇
用
の

確
保
、
教
育
環
境
の
整
備
等
を
、
広
域
的

な
事
業
に
よ
る
対
応
も
含
め
て
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
」「
地
方
交
付
税
の
充
実
・

強
化
に
よ
り
過
疎
市
町
村
の
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
と
共
に
、
過
疎
対
策
事
業
債
と

そ
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
」
等
を
決
議

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
町
村
長
大
会
に

お
い
て
は
、「
地
方
交
付
税
の
持
つ
財
源

調
整
・
財
源
保
障
機
能
を
堅
持
す
る
と
と

も
に
、
三
位
一
体
改
革
に
お
い
て
削
減
さ

れ
た
地
方
交
付
税
総
額
を
復
元
・
増
額
す

る
こ
と
。」「
町
村
が
自
主
的
・
主
体
的
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
安
定
的
な

財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
税
源
移
譲
を

進
め
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体
系
を

構
築
す
る
こ
と
。」「
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
に
対
応
し
た
医
療
・
保
健
・
福
祉
政
策

を
協
力
に
推
進
す
る
こ
と
。」
等
を
決
議

し
、
そ
の
後
各
省
庁
、
地
元
選
出
国
会
議

員
等
に
対
し
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
30
日
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
愛

媛
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
最
終
戦
に
上
島

町
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
と
し
て
参
加
し
、
試
合

会
場
周
り
で
の
地
元
特
産
品
販
売
や
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
で
の
「
レ
モ
ン
撒
き
」「
し
ま
な

み
海
道
太
鼓
衆
海
響
」
に
よ
る
演
奏
な
ど

で
上
島
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。12

月
２
日
に
は
道
路
整
備
の
促
進
を
求

め
る
全
国
大
会
に
出
席
し
、「
道
路
特
定

財
源
諸
税
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
納
税
者

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。」

「
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
の
規

模
及
び
制
度
の
基
本
的
枠
組
み
を
堅
持
す
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本
定
例
会
は
12
月
24
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
3
日
間
と
定
め
ま
し
た
が
、
1

日
で
審
議
等
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主

な
内
容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
20
年

第
4
回
定
例
会

上
村
町
長
の
行
政
報
告



る
こ
と
。」
等
を
決
議
し
ま
し
た
。

本
年
５
月
に
、
目
的
税
で
あ
る
道
路
特

定
財
源
を
「
す
で
に
道
路
整
備
の
目
的
は

達
成
し
た
」
と
い
う
理
由
で
一
般
財
源
化

す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
が
、
道

路
特
定
財
源
は
東
京
の
地
下
鉄
建
設
に
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
地
方
の
道
路
が

整
備
さ
れ
る
前
に
そ
の
目
的
を
解
除
す
る

だ
け
で
な
く
、
暫
定
税
率
と
い
う
名
の
下

に
税
金
を
余
分
に
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
昨
年
か
ら
強
力
に
進
め
て
き
た

地
方
自
治
体
等
の
要
望
活
動
を
無
視
す
る

国
会
の
動
き
に
大
い
な
る
疑
問
を
感
じ
て

い
ま
す
。

10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
21
年
度

の
重
要
施
策
の
議
決
や
予
算
獲
得
の
為
上

京
し
、
政
府
や
国
会
議
員
あ
る
い
は
各
省

庁
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

追
加
経
済
対
策
と
し
て
の
「
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」
や
地
方
道

路
整
備
臨
時
交
付
金
に
代
わ
る
１
兆
円
規

模
の
「
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
」
の

創
設
、
今
年
度
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
地

方
再
生
対
策
費
」
を
含
む
地
方
交
付
税
の

増
額
検
討
、「
定
額
給
付
金
」
の
取
り
扱

い
、
あ
る
い
は
自
治
体
格
差
の
拡
大
等
々
、

国
の
懸
案
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
に
お
い
て
は
06
年
度
ス

タ
ー
ト
の
財
政
構
造
改
革
が
09
年
度
で
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、
主
要
歳
入
の
地

方
交
付
税
減
少
が
続
く
一
方
、
高
齢
化
進

展
で
社
会
保
障
関
係
経
費
の
支
出
が
増
加

す
る
為
、
今
後
３
年
間
の
財
源
不
足
額
は

９
５
９
億
円
と
予
想
さ
れ
、
基
金
が
枯
渇

し
て
深
刻
な
財
政
難
が
さ
ら
に
悪
化
す
る

見
込
み
で
す
。

現
在
は
、
金
融
危
機
に
伴
う
百
年
に
一

度
の
急
激
な
経
済
不
況
に
陥
っ
て
い
ま
す

が
、
松
下
幸
之
助
氏
は
「
好
況
良
し
、
不

況
さ
ら
に
良
し
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て

い
ま
す
。

状
況
が
悪
い
時
に
良
い
結
果
や
改
善
策

を
出
す
の
が
能
力
で
あ
り
、
行
政
職
員
も

そ
の
能
力
を
試
さ
れ
る
時
代
に
来
て
い
ま

す
。
状
況
が
悪
い
と
嘆
い
て
い
る
だ
け
か
、

悪
い
か
ら
こ
そ
元
気
に
明
る
く
逞
し
く
行

動
で
き
る
か
で
上
島
町
の
展
望
は
大
き
く

変
化
し
ま
す
。

上
島
町
行
政
も
一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

町
議
会
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
、
今

こ
そ
力
を
結
集
し
、「
世
界
に
誇
れ
る
上

島
町
」
の
礎
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
上
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を

整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

の
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る

必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
20
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
９
会
計
）
補
正
予
算
《
全
10
議

案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
７
４
０
０
万
円

【
総
　
額
】
７
０
億
２
７
８
０
万
円

■
特
別
会
計
（
９
会
計
）

―
原
案
可
決
―

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
弓
削
下
弓
削
６
１
２
番
地

【
氏
名
】
中
辻
　
法
子

【
生
年
月
日
】
昭
和
19
年
４
月
２
日

―
適
　
　
任
―

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

【
住
所
】

上
島
町
弓
削
下
弓
削
４
９
６
番
地

【
氏
名
】
春
冨
　
信
利

【
生
年
月
日
】
昭
和
16
年
７
月
４
日

―
同
　
　
意
―

■
上
島
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
根

幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
委
託
協
定
事
業
費
】

（
変
更
前
）
１
億
４
６
７
０
万
円

（
変
更
後
）
１
億
７
４
１
０
万
円

―
可
　
　
決
―

■
弓
削
地
区
緑
ヶ
丘
Ｂ
棟
建
設
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
契
約
金
額
】

（
変
更
前
）
５
億
９
６
４
０
万
円

（
変
更
後
）
６
億
２
６
０
１
・
５
万
円

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
国
民
宿
舎
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
国
民
宿
舎

上
島
町
弓
削
日
比
３
０
２
番
地

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
弓
削
下
弓
削
４
７
９
番
地
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130万円

1億3180万円

60万円

1億4650万円

内容変更のみ

2億3870万円

100万円

12億1010万円

96.7万円

2億496.7万円

生名船舶

魚島船舶

特別養護
老人ホーム

ＣＡＴＶ

上 水 道
（収益的収入）

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

1400万円

12億5500万円

▲30万円

6330万円

500万円

6億2200万円

50万円

7030万円

国民健康
保　　険

国　　保
診 療 所

介護保険

介　　護
サービス

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補
正
予
算
議
案

そ

の

他

議

案

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

条
　
例
　
議
　
案
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株
式
会
社
　
ゆ
げ
フ
ー
ヅ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
　
中
野
　
淳
平

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

上
島
町
弓
削
日
比
３
０
２
番
地

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
弓
削
下
弓
削
４
７
９
番
地

株
式
会
社
　
ゆ
げ
フ
ー
ヅ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
　
中
野
　
淳
平

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
豊
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
豊
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

上
島
町
弓
削
豊
島
46
番
地

【
指
定
管
理
者
】

福
山
市
新
涯
町
５
丁
目
25
番
地
３
号

有
限
会
社
　
住
力
商
事

代
表
取
締
役
　
岡
田
　
成
弘

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
岩
城
観
光
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
岩
城
観
光
セ
ン
タ
ー

上
島
町
岩
城
１
４
２
７
番
地
２

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
岩
城
２
５
８
６
番
地

株
式
会
社
　
い
わ
ぎ
物
産
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
　
上
村
　
俊
之

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
岩
城
農
水
産
物
処
理
加
工
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
岩
城
農
水
産
物
処
理
加
工
施
設

上
島
町
岩
城
２
５
８
６
番
地

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
岩
城
２
５
８
６
番
地

株
式
会
社
　
い
わ
ぎ
物
産
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
　
上
村
　
俊
之

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
津
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
イ
ラ
ン

ド
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
津
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド

上
島
町
岩
城
７
８
２
９
番
地

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
岩
城
３
７
９
５
番
地

澤
田
青
果
　
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
澤
田
　
年
光

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
村
公
園
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
村
公
園

上
島
町
生
名
４
５
２
８
番
地
外

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
生
名
４
５
７
６
番
地

株
式
会
社
　
い
き
な
ス
ポ
レ
ク

代
表
取
締
役
　
上
村
　
俊
之

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
弓
削
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
弓
削
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
　

上
島
町
弓
削
上
弓
削
１
９
０
７
番
地
１

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
生
名
２
１
３
３
番
地
３

社
会
福
祉
法
人
　
上
島
町
社
会
福
祉
協

議
会

会
長
　
岡
野
　
英
二

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
生
名
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
生
名
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

上
島
町
生
名
２
１
３
３
番
地
３

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
生
名
２
１
３
３
番
地
３

社
会
福
祉
法
人
　
上
島
町
社
会
福
祉
協

議
会

会
長
　
岡
野
　
英
二

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
岩
城
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
】

上
島
町
岩
城
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

上
島
町
岩
城
２
２
３
９
番
地

【
指
定
管
理
者
】

上
島
町
生
名
２
１
３
３
番
地
３

社
会
福
祉
法
人
　
上
島
町
社
会
福
祉
協

議
会

会
長
　
岡
野
　
英
二

【
指
定
期
間
】

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で―

原
案
可
決
―

■
上
島
町
造
船
振
興
用
地
造
成
工
事
請
負

契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
契
約
金
額
】

（
変
更
前
）
４
億
８
３
０
０
万
円

（
変
更
後
）
４
億
６
１
３
０
万
円

―
可
　
　
決
―

■
立
石
港
整
備
事
業
（
連
絡
橋
製
作
）
工

事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

【
契
約
金
額
】

（
変
更
前
）
９
８
７
０
万
円

（
変
更
後
）
１
億
３
７
２
・
４
万
円

―
可
　
　
決
―




